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             公益社団法人 埼玉県理学療法士会 
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症例検討会 2015（11 月）のご案内 

 

時下、皆様におかれましてはますますのご清祥のこととお慶び申し上げます。 

この度、（社）埼玉県理学療法士会西部ブロック川越エリアにて下記のとおり症例検討会を開催する運びと

なりました。理学療法士の方のみならず、興味のある方はどなたでもご参加できますので、皆様方お誘い合

わせの上参加申し込みくださりますようお願いいたします。みんなで意見を出し合い学びましょう。 

 

記 

 

日 時：平成 27年 11月 24 日（火）19：00～20：30（受付開始 18：30） 

場 所：医学アカデミー 講堂 

内 容：口述発表 ９題  

症例検討  座長未定   前半後半の順は未定です。ご了承ください 

 ＊現在、みんなで作成、頑張ってます。 

１，『脳卒中片麻痺患者のコミュニケーション能力と動作能力』 笠幡病院 狩野 亮 

２．『受動術と術後理学療法により膝関節可動域に良好な改善を認めた外傷性膝脱臼』 

 埼玉医科大学総合医療センター 冨樫 健太 

３．『TKA 術後、膝窩部痛が残存した症例』 埼玉石心会 松下 耕平 

４．『重度片麻痺患者に対しての座位保持について～肩からのアプローチ～』 

   川越リハビリテーション病院 横尾 亮祐 

後半 座長未定 

 ＊是非、聴講に来てください。そして疑問をぶつけましょう。 

５．『重度片麻痺患者のトイレ誘導を目標に立位、歩行練習を中心に介入した症例』 

  川越リハビリテーション病院 大越 新那 

６．『離床に消極的な症例に対する介入方法の模索～エゴグラムを用いて～』 

  西武川越病院 鈴木 広紀 

７．『変形性膝関節症を合併した右片麻痺患者の歩行動作考察』 

  霞ヶ関南病院 中嶋 俊平 

８．『脳卒中片麻痺患者に対する機能的電気刺激装置に使用経験 

  霞ヶ関南病院 的野 昌志 

９．『心疾患に対する運動処方～安全に耐久性が向上した症例～』 大生病院 山崎 修平 

 

申込方法  

（公社）埼玉県理学療法士会ホームページ（http://www.saitama-pt.or.jp/）の講習会・研修会一覧

から「平成27年度第6回西部ブロック川越エリア症例検討会」を選択のうえ、申込フォームからお申し

込みください。 

  ※申し込み多数の場合は、一施設ごとの参加者を制限させて頂くこともあります。 

  ※お断りをする場合のみ、電子メールにてご連絡いたします。 

※申し込み期間：平成27年９月１日9:00～平成27年11月17日 17:00必着 

 

参加費：会員：無料、会員外：1,000 円 

お問合せ：笠幡病院リハビリテーション科 安田まで 

     E-mail：ptseibukawagoe@yahoo.co.jp 

TEL:049-232-1231 

http://www.saitama-pt.or.jp/

